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　2006年 11月 15日、米国フロリダ州タンパで開催されたスーパーコンピューティングに関する国
際学会SC 06 で、2006年の 「シーモア・クレイ賞」の表彰式があり、Z理化学研究所 次世代ス
ーパーコンピュータ開発実施本部プロジェクトリーダーの渡辺貞氏に対し日本人で初めて同賞が授与さ
れた。本賞は、商用として成功したスーパーコンピュータを生み出した故シーモア・クレイ氏が示した
creative spirit を最も体現した個人に贈られる賞として1997年に設けられたもので、高性能計算シ
ステム開発で革新的な貢献をした個人に授与される。渡辺氏の受賞理由は、「NEC社のスーパーコンピ
ュータSXシリーズの設計におけるリーダとしての功績」、そして「特に、世界のスーパーコンピュー
タの性能ランキング TOP 500で 2002年から2004年まで世界最高速のスーパーコンピュータであ
った『地球シミュレータ』の設計」である。
　2006 年 11 月 15 日、米国フロリダ州タンパで開
催されたスーパーコンピューティングに関する国
際学会 SC06（International Conference for High 
Performance Computing, Networking, Storage and 
Analysis）で、2006年のシーモア・クレイ賞（Seymour 
Cray Computer Science and Engineering Award）
の表彰式があり、C理化学研究所 次世代スーパ
ーコンピュータ開発実施本部プロジェクトリーダ
ーの渡辺貞（ただし）氏に対し同賞が授与された。
これは日本人で初めての受賞である。
　シーモア・クレイ賞は、米国の電気電子技術者
協会（IEEE：Institute of Electrical and Electronics 
Engineers）のコンピュータ・ソサイエティから授
与されるもので、商用として成功したスーパーコ
ンピュータの生みの親である故シーモア・クレイ
氏（CDC 6600 や Cray‐1 というスーパーコンピ
ュータの設計者でCray社の創業者）にちなみ、そ
の氏名を冠とした賞であり、1997年に設けられた。
本賞は毎年、高性能計算システム開発で革新的な
貢献をした個人に授与されている。1999 年からは
毎年 11月に開催されるスーパーコンピューティン
グの国際学会SCの場で授与されるようになってお
り、今回はその８回目にあたる。過去 7回の受賞
者をみると、高性能計算システムの発展に大きく
寄与した著名な技術者が名前を連ねている。
　今回の渡辺氏の受賞理由は、「NEC社のスーパー
コンピュータSXシリーズの設計におけるリーダと
しての功績」、そして「特に、世界のスーパーコン
ピュータ性能ランキングTOP 500 で 2002 年から
2004 年まで世界最高速のスーパーコンピュータで
あった『地球シミュレータ』の設計」である。
　渡辺氏は昨年までNEC社に勤務し、NECのス
ーパーコンピュータの開発当初からアーキテクチ
ャ開発、設計に携わり、同社のSXシリーズの開発
に長年貢献した。特に 1983 年には当時の世界最高
速のスーパーコンピュータSX‐２を設計している。
1998 年には米国計算機学会（ACM）と IEEEが共
同制定した「エッカート・モークリー賞」を日本
人として初めて受賞しており、国際的な賞は今回
が二度目の受賞となる。また渡辺氏は文部科学省
の「最先端・高性能汎用スーパーコンピュータの
開発利用」プロジェクトを推進するため、2006 年
８月から理化学研究所に本務をおき、「次世代スー
パーコンピュータ」開発で陣頭指揮をとっている。
【歴代受賞者と受賞理由注）】
2005年  Steven L. Scott（Cray 社 CTO）：「Cray 
X‐１、Black Widow 等のアーキテクチ
ャ開発に対して」
2004年  William J. Dally（スタンフォード大教授）：
「インターコネクト、並列コンピュータ
への貢献に対して」
2003年  Burton J. Smith（Cray社チーフ・サイエ
ンティスト）：「並列化技術とその商用化
への貢献に対して」
2002年  Monty M. Denneau：「IBMにおける並列
処理の開発に対して」
2001年  John L. Hennessy（現スタンフォード大
　総長）：「ccNUMA（プロセッサのメモ
リに関する技術）の発明者として」
2000年  Glen J. Culler（UCSB教授）：「VLIW（プ
ロセッサ高速化技術）の発明者として」
1999年  John Cocke（IBM 社）：「RISC（プロセ
ッサへの命令を効率化する技術）の発明
者として」
注）  http://www.riken.go.jp/r-world/info/info/2006/061109/
index.html
  http://sc06.supercomputing.org/conference/awards.php
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